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① 正面入口の看板（写真左） 
② イネの高温耐性検定ハウス（写真中央） 

イネは出穂後 20 日間の平均気温が 27℃を超えると白未熟粒が発生しやすくなり品
質が低下します。高温耐性のイネ品種を選抜するため、新たに設置した施設。 

③ 施設キクの局所外気導入（写真右） 
キクは夏季の高温による開花遅延及び障害花の発生が問題となっています。外気を
ダクトにより畝内へ直接通風することで株元を冷却。 
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次の時代へ進行中  
暑さに負けない農業を目指し、 
 
 


